
 

 

 

 

平成 28 年８月５日 

 

国土強靱化ワークショップの開催について 

 

 

内閣官房国土強靱化推進室では、自主的な活動を創造する、またはすでに活動し

ているコミュニティのコラボや触発を促す対話型ワークショップを実施します。 

ナショナル・レジリエンス・コミュニティ（仮称）（通称：レジリ学園）という有志による主と

してオンライン（フェイスブック公開グループ）での情報交換・交流を進めてきたところで

すが、更に活動・交流を拡大していくため、ワークショップを実施し、防災・減災など各

活動の関係者や関心の薄い層への国土強靱化の広がりを目指していきます。 

 本年度は、４回実施し、うち１回は大阪での開催を予定しています。第１回は、９月３

日（土）、東京都内で実施します。 

 

○国土強靱化ワークショップ（第 1 回） 

  テーマ：「レジリエンス」×「コミュニティ」 

支え合えるこれからのコミュニティについて考える 
日  時：平成 28 年９月３日（土）13：00～１7：00 

場  所：MACRI 神保町              

定  員：35 名 

主  催：内閣官房国土強靱化推進室 

※詳細は、別紙１のとおり。  

 

 

（参考１） 

 「ナショナル・レジリエンス・コミュニティ（仮称）」については、別紙２のとおり。 

   

 

（参考２） 

フェイスブック公開グループ（レジリ学園〜 国土強靱化推進室連携 ナショナル・レジリエン

ス・コミュニティ（仮称））については、以下の URL のとおり。 

https://www.facebook.com/groups/resiligakuen/ 

（注）別途、フｪイスブックのログインが必要です。 

 

 

本件問い合わせ先： 

 内閣官房国土強靱化推進室  西野、金子 

 TEL03-6257-177７、FAX 03-3581-0867 

 

 

 

 

プレスリリース 

 

https://www.facebook.com/groups/resiligakuen/


支え合える
これからのコミュニティに

ついて考える

平成28年9月3日（土）
13：00～17：00（受付開始12：30）

MACRI神保町

35名
〒101-0052  東京都千代田区神田小川町3-6-8
                   伸幸ビル4階

主催：内閣官房国土強靭化推進室

運営事務局 （株）プロセスユニーク  担当：高橋　
〒104-0061  東京都中央区7-4-14  HBC  GINZAビル12階
TEL：03-6264-6433

お問い合わせ

https://www.p-unique.co.jp/resilienceworkshop

開催日

時　間

会　場

定　員

国 土 強 靭 化 ワ ー ク シ ョ ッ プ 開 催

お申し込みはこちら

ワークショップのイメージ

話題提供：「災害につよい、つながりとは？」
グループワーク：これからのコミュニティ像をつくる
発表とネットワーキング

●プログラムの一例

※応募者多数の場合は、
　抽選とさせて頂きます。

第1回テーマ 「レジリエンス」×「コミュニティ」

認定NPO法人レスキューストックヤード
常務理事　浦野 愛

会場地図

【アクセス】 神保町駅　A5出口から徒歩4分
 新御茶ノ水駅　B5出口から徒歩4分
 JR御茶ノ水駅　徒歩6分

JR御茶ノ水駅

至両国靖国通り

至九段

至千葉

至新宿白
山
通
り

JR中央線・総武線

明治大学●

    ●
文堂々

地下鉄
新御茶ノ水駅地下鉄

神保町駅

三省堂●岩波ホール●
すずらん
 通り B5●

●A5

MACRI神保町

話題提供者平時より、防災や減災など、さまざまな分野で活動されている
方々が交流を深め、災害に強くしなやかな未来像について語り
合う未来志向の対話型ワークショップを開催いたします。

【プロフィール】
災害時要援護者への支援事業を中心に、地
域防災・災害ボランティア等、各種講演会・
講座講師、支援プログラムの企画・運営を
行っている。社会福祉士。

募集締切：平成28年8月15日

cs725015
タイプライターテキスト
別紙１



国土強靱化ワークショップ

ナショナル・レジリエンス・コミュニティ(仮称）

ナショナル・レジリエンス・コミュニティ（仮称）（通称：レジリ学園）

ナショナル・レジリエンス・コミュニティ（仮称）による
新たな情報・関心をワークショップ形式で実施

○ 自主的な活動を創造する、またはすでに活動して
いるコミュニティのコラボや触発を促す対話型WS
を実施。

○ 多様なテーマとレジリエンスを掛け合わせ、有事
だけではなく平時にも活きる価値を生み出す。
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国土強靱化
ＨＰ/ＳＮＳ等で発信

・コミュニティの活性化につなが
るインセンティブとして

コミュニティが発信

各活動の関係者や
関心の薄い層への

広がりへ
地方創生
まちづくり
教育、福祉
デザイン
経済、IT、…

メディアでの発信

○ナショナル・レジリエンス・コミュニティ（仮称）（通称：レ
ジリ学園）（オンライン）
・フェイスブック公開グループのホームページによる防災・減災
に興味・関心がある方々の情報交換・交流など

○レジリナイト（オフライン）
・月１回、国土強靱化推進室が場を提供し、関係者間の情報交
換・交流

活動はオンラインとオフライン両面で実施

別紙２
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